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（平成 24年度農教室開講式） 

活 動 報 告  農 教 室 開 講 式                              （農事・農教室グループ） 

農事・農教室グループでは「自然と共生する、持続可能な有機栽培を楽しく学ぼう」をスローガンに活動を行

ってまいります。今年、最初の活動として、平成 24年 3月 11日（日）に、農事・農教室の開講式を行いました。こ

の日は、昨年東日本大震災が起った日で、遠藤理事長を中心に開講式の冒頭で、亡くなられた方々に弔意を

表すために、参加者全員（55 名）による１分間の黙祷を捧げました。また、遠藤理事長から「今年は、手賀沼トラ

スト発足から１４年、ＮＰＯ法人になって２年目になること、自然との共生による環境維持を大切し、また周囲の市

民との親睦を図りながら、社会貢献を念頭に更に活動の幅を広めて行く」との方針が示されました。その後、新

入会員の方々（23名）の紹介と運営スタッフ（28名）の紹介を行いました。 

開講式終了後、第１回農事・農教室講座として堆肥及びボカシ肥の講義後、田んぼ圃場に移動し、堆肥及び

ボカシ肥作りを行いました。今年の堆肥は、落葉を使用せず、従来の作製量より尐なめでしたが、２つの木枞に

順次原料（ワラ、サツマイモの蔓、ソバの茎）に米ぬか、鶏糞及び油粕を重ね、大量の水を掛けながら、足で踏

みこみ出来上がりました。また、ボカシ肥は、原料（米ぬか、くず米、くず大豆）に鶏糞や油粕をシャベルで均一

になるようによく撹拌後、コンテナー（１３個）に入れ、保存しました。 

また、追加作業として根戸城址下圃場の元肥に牛糞堆肥、鶏糞堆肥、油粕等を施肥しました。全ての作業を

終了し、集会所に戻ってきたのは、予定の11時30分を尐し回っていました。今年も会員の方々の一致団結した

行動により、安全に留意しつつ、楽しく活動を進めていきたいと思います。              （浅妻 正 記）                              
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活 動 記 録  樹 林 地 管 理                                    （環境保全グループ） 

・ ３月４日（日）定例会レポート 

今年は寒い日が続きますね。３月の声をきいたというのに、４日の日曜日も底冷えが していました。日暮家の

梅も１輪だけ、つぼみを膨らましておりました。この日も最初の 作業は、根戸城址の周囲のゴミ拾いからです。皆

でゴミ袋を手に周囲の清掃に励みなが ら、体をほぐしました。続いて、数名で以前伐採をして乾燥させてあった

竹を、田んぼ 脇の整理棚へ運びました。その後に本格的に作業開始です。例年ですと、落葉は集めて 堆肥に

するのですが、昨年の原発事故のため去年の落葉は使えません。また、放射線 量にも関ることですので、南斜

面にあるイモ穴に落葉を埋め込むことで放射線対策に しようという雄大な計画です。熊手で落葉を掃き集めて、

布袋に詰めてイモ穴まで運搬 します。正直、モチベーションがあがる訳でもなく、皆でワッセワッセと作業を繰り

返しました。 

 休憩を挟んで、再開。穴が満杯になってしまったので、城址の一角に落葉を山のようにうず 高く積み上げて作

業終了です。皆様、お疲れ様でした。 

 ・ ３月１８日（日）定例会レポート 

さて、今月２回目の定例会は、みかん山の管理です。みかん山は、根戸城址脇の道路を挟んで反対側にある

樹林地を指します。前代表の日暮さんから聞いた話なのですが、以前はかぶと虫がよく取れるので「かぶと山」と

呼んでいた由。それを、「みかん山」と呼ぶようになったのは、毎年４月に丸井福祉会のイベントがありますが、数

年前に寄贈されたみかんの木を植えて以来のことです。 今日は、みかんの匠こと金井さんの指示のもと、みか

んの木の剪定を行いました。みかんの実がなる年を「おもて年」、そうでない年を「うら年」というそうです。ちなみ

に、今年は「おもて年」ということで、枯れた葉や枝を取り除いていき、根っこの周囲に肥料（米ぬか）を撒きました。

次は、前々からの懸念材料でありました入口にある松の巨木の枝払いに取り掛かりました。高さ５～６メートルは

あろうかという木ですので、Ｔ田さんが命綱をつけて枝を切り払っていきました。続いて、Ｓ木さんに交代、みるみ

るうちに枝が払われ、裸木に近くなりました。これで、みかんの木にも日光が十分当たることと思います。秋には、

甘いみかんがたくさん取れると良いですね。皆様、お疲れ様でした。                （原田 泰夫 記） 

 

活 動 報 告 体験型農園「さくら農園みらい塾」見学                      （農地保全グループ） 

 習志野市実籾の体験型農園「さくら農園みらい塾」を見学しました。平成 19 年 3 月に桜井勝子さんが習志野

市で初めて体験型農園を開設し今春 6 年目を迎えます。昨年 11 月に毎日農業記録最優秀賞を受賞され、そ

の講評では「都市農業を守っていく強い意志の表れ」と高く評価されました。 

 「体験型農園」は、「市民農園」のような区画貸し農園ではなく、農家が種苗、農具、肥料などを準備して野菜

作りなどの講習会を開き、入園者が作付けから収穫までの農作業を体験する農園です。1996 年に練馬区から

始まった農業体験農園は、都内から全国に拡がりつつあり、昨年春、柏たなか駅周辺にも二つの農園が開設さ

れています。 

 桜井勝子さんが体験農園を思い立ったのは64歳のときで、新しい都市型農業の一つとして注目される体験農

園の視察ツアーに参加したのがきっかけでした。家族の反対もあり、当時、市や JAの支援は全くありませんでし

たが、１万枚のビラを配布するなど１年間の準備を経て５年前に農園を開設しました。（もっと知りたい方は「桜井

勝子」で検索。日本野菜ソムリエ協会公式ブログ「野菜人・果物人（第８４回/85回）」などに紹介） 

 １月末で作物は全て撤去され、60 数区画の圃場は、6 年目のスタートを待つばかりに整備されていました。1

区画 30㎡に根菜や夏野菜、秋野菜を毎年 20種類以上栽培する作付けで、1区画は、両端に 50cmの通路、

60cmの畝 3本、50cmの通路、60cmの畝 3本というふうに設計され、隣の区画とはお互いに 30cm下げるな

どの細かい指示がされています。肥料は、堆肥バケツ 1 杯、配合肥料缶 1 杯などと面積に応じた施肥の量を決

めて、肥料過多を防ぐ方策が講じられており、防虫も含めて有機中心の農法が採用されています。 

 農作業は全く初めてという人も対象にした体験農園の運営にも、所々に細かな配慮がなされています。例えば、

農具それぞれに名前や用法・危険性の説明が表示され、使用後の片付けや整理整頓の徹底も図られています。

種まきの位置を正確にするために割り箸を活用、古いお椀は種入れに使用、古板を使った自家製メジャーも見

られます。 

 農作業は初めての人でも、野菜作り 45 年の勝子さんの指導で、失敗がなくおいしい野菜が収穫できるそうで

す。入園料年間 43,000 円が高いか安いかは各自の判断ですが、トラストと市民農園暦 3 年の私には反省する

こと大であり、70 歳を越えたあと 15 年はやりたいという勝子さんの前向きな生き方に参加者全員パワーをもらっ

た「さくら農園」見学の 1日でした。                                     （鴫谷 潤 記）                                                  
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会員コーナー                   日本ミツバチの話（その 7）                  富澤 崇          

さて、金稜辺（キンリョウヘン）を手に入れた私は、意気

揚々と自然巣のある神社に向かった。巣から尐し離れ

た杉の根方に３つ、社殿の下に金稜辺付きで１つと計

４個巣箱を置いた。するとである、２日後、探索蜂がや

ってきた。翌日には数十匹の蜂が杉の根方のひと箱に

出たり入ったりしている。私の作った粗末な巣箱が巣と

して適格かどうか調べているのだ。ああ、もっと丁寧に

作ればよかった、と思っても後の祭り。そして翌日。杉

の木立の高みから無数のハチが降るようにおりてきた。

そして、巣箱の前面にあけた丸い穴に、折り重なるよう

に取りついて箱のなかへぞろぞろと入っていく。まるで、

全体がひとつの生き物のように入っていく。立ちつくす

私の膝は、わなわなと震えていた。 

夕方、暗くなってから箱を回収した。恐る恐る中を覗

いてみると、居た居た、入っている。巣箱の天井板に、

蜂の固まりがどんぶり鉢を伏せたような形で張り付いて

いる。ああ、天我に味方せり！ いそいそと我が家の

庭に移動した。４月15日のことである。 

そしてなんと翌日、私は長崎へ。数か月前から予定

していた家族旅行である。本場のチャンポンが食べた

いと言ったのは私だ。「オレは行かない。いやだ」。こう

叫びたい気持を押し殺しての長崎。 

稲佐山の夜景も柏のネオンと変わらず、中華街の海

鮮チャンポンもリンガーハットで食べているように味気

ない。グラバー邸の白バラに群がる蜂を見つけては、

ああ、我が家においてきた蜂達よ、と深いため息ばか

り。 

悪夢の長崎から帰った翌日、社殿の下に置いた箱

に大群が。金稜辺の威力は絶大で、5 月 10 日までに

あと 3 群、すべて金稜辺に引き寄せられて入居。あわ

せて5群をゲットした。約束どおり喫茶店のママに1群

プレゼント。かくて私はいっぱしの蜂飼いとなった。 

蜂を飼うと言っても何をするわけでもない。日がな一

日蜂を眺めているだけである。黄や赤や白、色とりどり

の花粉を両足につけて帰ってくるやつ、蜜をたらふく

詰め込み、よたよたと巣箱の穴にしがみつくように帰っ

てくるやつ。睡蓮鉢の縁に列をなしてとまり、いっせい

にお尻を持ち上げて水を飲む姿など、実にかわいい。

小太郎とかマーヤとか名前をつけたいが、どれがどれ

だか識別できないのが残念である。 

そして、待ちに待った採蜜。というところで次号につ

づく｡ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

報  告               （Ｎ）手賀沼トラスト活動地域の放射線（能）調査結果について 

 昨年 3月 11日の東日本大震災に伴う福島原発事故は 8都県にまたがり、平均 1mSｖ／年以上のホットスポット箇所が多く確

認され、農産物を生産する圃場や樹林地（里山）の放射線（能）汚染度が問題となっています。そこで、私たちが活動している

圃場や樹林地などの空間放射線量と土壌放射能濃度を測定し、汚染程度を調べました。結果は下表の通りです。 

 

放射線（能）の調査結果一覧表 

 

測 定 日 平成24年2月12日（注1） 平成24年2月18日（注2） 

測定値表示 測定値（μSｖ／ｈ）：マイクロシーベルト 測定値（㏃／kg）：ベクレル 

調 査 位 置 地上50cm 地上1m 平 均 地表0－30cmの混和土壌 

樹林地（根戸城址） 0.32 0.29 0.31  

ミカン山 0.34 0.30 0.32 850.3 

冬水田んぼ 0.19 0.17 0.18 122.0 

畑（根戸城址下） 0.20 0.21 0.21 534.6 

畑（ふれあい通） 0.21 0.20 0.21  

畑（ミカン山下） 0.22 0.21 0.22  

（注１） 測定者：（N）手賀沼トラスト 測定器 ： ミスターガンマー測定器 

（注２） 測定者：（N）手賀沼トラスト（委託調査） 測定器 ： ゲルマニウム半導体検出器 

表に示した通り、空間放射線量については、冬水田んぼと畑では、何れも国の本年4月以降に定めている除染基準値（0.23

μSｖ／ｈ）を下回っているが、樹林地にあっては 0.3μSｖ／ｈ前後となり、基準値を尐し超えていました。これは樹林地特有の

落葉や林床に付着したセシウム値（0.46μSｖ／ｈ）の影響と考えられますので、早速に落葉を回収する除染作業を実施しまし

た。除染後の測定は近いうちに実施する予定です。 

 一方、土壌の放射能濃度は当該地域の公表値（県・自治体）が600～700㏃／kgとなっていて、作物栽培に問題なしとされて

いますので、私たちが活動している田んぼ、畑は大幅にそれ以下であり、作物栽培には問題ないと考えます。なお、測定に

ついては、今後とも継続して実施する予定です。その上で、あくまでも有機（生態系）栽培本来の安全・安心農産物の生産と生

態系の持続性増進に寄与したいと考えております。                                 （遠藤 織太郎 記） 
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● ３月度 活動報告 

活動日 時 間 区 分 参加者 活 動 内 容 担当部門 

3／2 金 9：00 視 察 6名 農業体験型農園視察（習志野市） 農地保全Ｇ 

3／3 土 18：00 会 議 31名 農教室受講希望者説明会（けやきプラザ 7階） 事務局 

3／4 

 々

日 

 

8：30 

18：00 

定 例 

会 議 

11名 

4名 

根戸城址周辺清掃、根戸城址枯葉の整理 

業務連絡会（H24年度事業計画、活動予算関係） 

環境保全Ｇ 

事務局 

3／10  14：00 会 議 5名 広報担当ミーティング（H24年度広報活動について） 事務局 

3／11 日 8：30 農教室 55名 農教室開講式、堆肥・ボカシ肥作製作業 農事Ｇ 

3／18 日 8：30 定 例 15名 ミカン山管理（剪定、米ぬか施肥）、松の枝落とし 環境保全Ｇ 

3／20 火 14：00 サロン 32名 落語会（山遊亭金太郎師匠、熊八さん）、一般参加者10名 交流事業Ｇ 

3／25 

 々

 々

日 

 

 

13：30 

8：30 

18：00 

養 蜂 

農教室 

理事会 

4名 

49名 

9名 

そば播種（蜜源） 

ジャガイモ植付け、田んぼへ肥料（牛糞、鶏糞、油粕）散布 

H23年度第9回理事会 

環境保全Ｇ 

農事Ｇ 

事務局 

3／27 火 9：00 養 蜂 3名 待ち箱設置 環境保全Ｇ 

3／28 水  竹教室  ランチョンマット制作 環境保全Ｇ 

● ４月～５月度 活動計画 

活動日 時 間 区 分 活 動 内 容 留 意 事 項 担当部門 

4／１ 

 々

日 8：30 

18：00 

定 例 

会 議 

丸井福祉会受入れ準備（作業内容） 

業務連絡会（H23年度所轄庁報告事項） 

 環境保全Ｇ 

事務局 

4／11 水 8：30 定 例 丸井福祉会ボランティア受入れ、根戸城址管理等、環境保全G ミーティング 環保、交流 

4／14 土 8：30 農教室 稲種子の予措、堆肥切返し、ネギ、ニンジン、ヘチマ、ミニカボチャ播種 農事Ｇ 

4／15 日 9：30 講演会 仮題 「福島原発事故による放射能汚染と農業への影響について」  （日暮会場） 事務局 

4／21 土 8：30 農教室 稲の播種、プール作り、サトイモ、ヤツガシラ植付け 農事Ｇ 

4／22 日  視 察 NPOバイオライフ視察 （竜ヶ崎市）  農地保全Ｇ 

4／25 水 9：30 竹教室 ランチョンマット制作  環境保全Ｇ 

4／28 土 8：30 農教室 トウモロコシ、ニガウリ播種  農事Ｇ 

4／29 日 18：00 会 議 H24年度第1回定例理事会、安全管理委員会合同会議 事務局 

5／2 水 8：30 農教室 スイカ植付け、プール育苗  農事Ｇ 

5／6 日 8：30 合 同 各グループ合同で田んぼの管理 都合のつく方、多数ご参加ください。 農事G 

5／12 土 8：30 農教室 ラッカセイ播種、ミニカボチャ、ナス、ヘチマ、ニガウリ定植 農事Ｇ 

5／19 土 8：30 合 同 田植え・早苗饗（一般の方参加歓迎） 参加費：500円／一人 農事、交流 

5／23 水 18：00 会 議 H24年第2回定例理事会（けやき10階） 総会付議事項 事務局 

5／27 日 13：30 会 議 H24年度通常総会 （けやきプラザ 9階） 懇親会会費500円／一人 事務局 

 

平成 24度 第 8回 定例理事会情報 

平成 24年 2月 26日（日）18時 00分～20時 40分 

出席者：遠藤、寺田、杉野、浅妻、國方、坂巻、原 

欠席者：原田、関 

【報告事項】 

１．2月度活動報告・・・・・・・・・・・・・各グループリーダー 

２．1月度会計報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・事務局長 

３．放射線量測定結果報告・・・・・・・・・・・・・・ 事務局長 

４．農教室受講申込者説明会・・・・・・・・・・・・・事務局長 

【審議事項】 

１．3月～4月活動計画・・・・・・・・・各グループリーダー 

２．ＰＲ用パンフレット作成について・・・・・・・・ 事務局長 

３．六角堂使用料について・・・・・・・・・・・・・・・事務局長 

４．手賀沼ファームとの取引について・・・・・・・事務局長 

 

 

編 集 後 記 

・ 新年度に入り気持も新たに、安全に楽しい活動がで

きるよう願っております。 

・ ２月に実施した空間放射線量、土壌放射能濃度の測

定結果と分析を遠藤理事長にまとめて頂きました。４月

１５日（日）に専門家をお招きして、講演会も予定してお

ります。別途ご案内しますので、是非ご参加下さるよう

お願いします。 

・ 本号から理事会情報をお届けいたします。理事会は

原則として、毎月第４日曜日に開催しております。報告・

審議事項の議題のみのお知らせになりますが、議事録

は事務局のロッカーに常備しておりますので閲覧いた

だけます。また、不明の点の確認や関連資料等につい

ては事務局國方宛にお問い合わせください。（國方記）             

 


